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商標について 
 

Microsoft、MS、MS-DOS は、米国 Microsoft Corporation の登録商標です。 

Windows は、米国 Microsoft Corporation の登録商標です。 

その他、記載されている会社名、製品名は、各社の商標および登録商標です。 
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正しく安全に 

お使いいただくために 
 
弊社製品をお買い上げ頂きまして誠にありがとうございます。 

ご使用の前にこのユーザーズマニュアルをよくお読みになり、内容を理解してからお使いください。 

表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し説明します。 

 

危険 
 
この表示の欄は「死亡または重傷等を負う可能性が想定され、かつ危険発生時の警告の緊急性が高い」内容
です。 

 

警告 
 
この表示の欄は「死亡または重傷等を負う可能性が想定される」内容です。 

 

注意 
 
この表示の欄は「障害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が想定される」内容です。 

 

以下の絵表示は、お守りいただく内容区分を説明しています。 

 

 

このような絵表示はしてはいけない「禁止」であることを示します。図の
中に具体的な禁止の内容が示されています。 

 

このような絵表示は必ずしていただく「強制」であることを示します。図
の中に具体的な指示の内容が示されています。 

 

このような絵表示は注意を促す内容であることを示します。図の中に具体
的な注意の内容が示されています。 

 

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するためにも、次の事柄は必ずお守りくださ
い。 
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必ずお守りください 
 

 
製品を使用する場合は、ご使用のパソコンや周辺機器のメーカーが指示している危険、警告、
注意の表示を厳守してください。 

 

危険 
 

 

高温になる場所（火やストーブのそ
ば、炎天下など）や引火性ガスの発
生する場所での使用、放置、充電は
しないでください。 

発熱、破裂、発火、故障の原因となり
ます。 

 

 

電子レンジや高圧容器などの中に入
れないでください。 

発熱、破裂、発火、故障の原因となり
ます。 

 

 

火の中に投入したり、加熱しないで
ください。 

発熱、破裂、発火、故障の原因となり
ます。 

 

 

レーザを人に向けないでください。

レーザ光が目に入ると視力に障害をき
たす恐れがあります（『レーザ安全基
準について』（P.v）参照）。 

 

警告 
 

 

落下させる、投げつけるなど強い衝
撃を与えないでください。 

発熱、破裂、発火、故障の原因となり
ます。 

 

 

分解、改造をしないでください。 

けがや感電、火災などの事故または故
障の原因となります。内部の点検、調
整はお買い上げの販売店にお任せくだ
さい。 
万一、改造などにより生じた問題につ
いては、一切の責任を負いかねます。

 

 

薬品に近づけないでください。 

薬品が触れる場所や薬品のそばで使
用、保管しないでください。感電、火
災などの事故または故障の原因となり
ます。 

 

 

高精度な制御や微弱な信号を扱う電
子機器の近くでは使用しないでくだ
さい。 

電子機器（医療用電子機器、火災報知
器、自動ドア、その他の自動制御機器
など）が誤動作するなどの影響を与え
ることがあります。 

 

 

異物を本体の内部に入れないでください。 

もし本体の内部に異物や液体が入った場合は使用を中止し、お買上げの販売店にご連絡くださ
い。そのまま使用すると感電、火災などの事故または故障の原因となります。 
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注意 
 

 

高温となる場所、湿気・ほこりの多い場所で使用・保管しないでください。 

火のそば、直射日光が当たるところなど高温になる場所での使用や保管は避けてください。火
災などの事故またはケースの変形や故障の原因となります。また湿気、ほこりの多いところで
の使用や保管は避けてください。感電、火災などの事故または故障の原因となります。 

 

 

コンピュータや蛍光灯、電子レンジ
などのノイズを発する機器からはな
るべく離して使用してください。 

ノイズの影響により正常に動作できな
くなる場合があります。 

 

 

必ず手に取って操作してください。

床や机に置いたままの状態で操作をす
ると機器の故障や誤作動の原因となり
ます。 

 

 

強い衝撃を与えないでください。 

本体を落とす、投げる、叩くなどしな
いでください。故障の原因となります。

 

 

水中に入れたり、強い勢いで水をか
けたりしないでください。 

本体は水没、噴射水に対し保護されま
せん。内部に水が入り感電、火災など
の事故または故障の原因となります。

 

 

RFID のアンテナ等の近くでは使用
を避けてください。 

本体の誤動作の原因となります。 

 

 

不安定なところに置かないでくださ
い。 

機器が落ちたり倒れたりして、けがや
機器の故障の原因となります。 

 

 

乳幼児の手の届くところに置かない
でください。 

けがなどの原因となります。 

 

 

ケーブルに重い物を載せたり、引っ
張ったりしないでください。 

ケーブルの被覆が破れたり断線が発生
して、感電、火災などの事故または故
障の原因となります。 

 

 

本製品は、その故障が直接生命を脅かしたり人体に影響のある装置（原子力核制御、航空
機飛行制御、航空交通管制、大量輸送運行制御、生命維持、兵器制御など。以下『ハイセ
イフティ用途』）に使用するために開発、意図、許可されているものではありません。 

弊社は、本製品を当該ハイセイフティ用途に使用したことにより発生したいかなる損害に対し
ても、一切の責任を負いかねます。 
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レーザ安全基準について 

本製品はレーザ製品の安全基準（JIS C 6802）クラス 2 に準拠しています。 

 

最大出力：1.0mW 

波長：650±10nm 

 

クラス 2 ではまばたき等の嫌悪反応で目が保護されますが、レーザ光をのぞき込んだり直接目に入れるこ

とはしないでください。 

 
 

レーザに関する警告ラベル 

 

 

 
ユーザーズマニュアルに反した使用や、製品の分解はしないでください。危険なレーザ放
射の被ばくを招くことがあります。 
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製品保証について 

1． 製品の無償保証期間は弊社出荷日より 1 年となります。ただし、無償保証期間内でも、次のような場合は

有償となることがありますのでご了承ください。なお、本製品に保証書の添付はございません。 
 

・ シリアル番号の無いものおよび確認できないもの（出荷日の管理が不可能なため） 

・ マニュアル等に記載された使用方法および注意事項に反する取り扱いによる障害 

・ 故意または重大な過失による障害 

・ 使用環境が所定条件から逸脱したことによる障害 

・ 許可無く、改造または他機器の接続、取付けを行なったことによる障害 

・ 災害、地震、水害等の天災地変による障害 

・ お客様の作成されたソフトウェアおよびシステムによる障害 

・ 使用上避けられない消耗による障害・部品交換（消耗品交換） 
 

2． 製品の内容は、改良やバージョンアップなどにより、予告なく変更することがあります。 

3． 本製品の運用の結果生じた損失については、全てに関しての責任を負いかねますので、ご了承ください。 

4. お買上頂きました製品をご利用頂くにあたり、下記の登録ページへのリンクよりユーザ登録をして頂くことを

お奨めします。ユーザ登録は、弊社が製品の保証をするために必要なものですので、ぜひ登録をお願い致し

ます。またご登録頂くことで、商品・サービスに関連した情報等をご提供させて頂きます。 

 

http://www.welcat.co.jp/support/regist/index.htm 

 

 

登録には製品のシリアル番号が必要になりますので、予めご確認ください。 

 

http://www.welcat.co.jp/support/regist/index.htm
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はじめに 

この度は Stream7-USB（USB レーザーリーダー）をお買い上げ頂きまして、誠にありがとうございます。 

このユーザーズマニュアルは Stream7-USB のハードウェアとパソコンへの接続、基本的な使用方法について

説明するものです。 

お客様の業務の効率化に Stream7-USB がお役に立てれば幸いです。 

 

 

表記上の注意 

 
参照事項を表わします。 

 
注意事項を表わします。 

Stream7-USB USB レーザーリーダーStream7-USB を指します。 
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1-1 各部の名称と役割 

●本体 

 

① 読取り口 

バーコードを読込むための読取り口です。 

② 表示 LED 

バーコードを読んだときなどに点灯します。 

③ トリガースイッチ 

読取りを行う時に押します。 

④ 本体ケーブル 

パソコン本体の USB コネクタに接続します。 

 

 



 1-2 外形寸法 

 1-3 

1-2 外形寸法 

1-2-1 本体 
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1-3 読取り性能 

1-3-1 読取り深度と分解能 

 

 

PCS 分解能（mm） 読取深度（mm） 

1.0 20～300 

0.5 0～200 

0.25 0～120 

0.15 0～40 

0.9 

0.127 0～20 

 

 

1-3-2 ピッチ角度 

α±35°まで読取り可能です。 
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1-3-3 スキュー角度、デッドゾーン 

・ スキュー角度 

β＝上下 60°まで読取り可能です。ただし、デッドゾーンは除く。 

・ デッドゾーン 

β＝上下 8°で正反射による読取り困難な領域があります。 

 

 

1-3-4 チルト角度 

γ＝時計回り、反時計回り 35°まで読取り可能です。 

 

 

 

1-3-5 湾曲 

JAN8 桁の場合 R≧15 の範囲で読取り可能です。 

JAN13 桁の場合 R≧20 の範囲で読取り可能です。 
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1-4 光学仕様 

 

項目 特性 

発光素子 赤色半導体レーザー 

発光波長 650±10 nm 

光出力 1.0mW 以下 

スキャン方式 往復振動型 

スキャンスピード 100±20 スキャン/秒 

 

 



 1-5 その他仕様 
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1-5 その他仕様 

読取りコード 

JAN/EAN、UPC、NW-7、CODE-39、インターリ

ブド 2of5、CODE-93、CODE-128、EAN-128、

定期刊行物コード（雑誌） 

読取り幅 175mm（分解能 0.5mm 時） 

読取り深度 0～200mm（分解能 0.5mm 時） 

最小分解能 0.127mm 以上 

走査速度 100 スキャン/秒 

PCS 値 0.45 以上 

スキャナー部仕様 

光源 赤色半導体レーザー（650±10nm） 

正常読取り時 緑 
LED 

初期化中/エラー オレンジ 

ブザー バーコード読取り時、設定時に鳴動 

寸法 159mm（D）×56.3mm（W）×31.5m（H） 

重量 90g（ケーブルは除く） 

ケーブル長 1.5m 

落下衝撃 1.5m（コンクリート）
（注）

 

防滴 JIS 防滴Ⅱ型準拠 

入力電源圧 DC5.0V ±0.5 

読取り時 150mA（MAX） 
消費電流 

準備時 40m（MAX） 
電気的仕様 

インターフェース USB 

白熱灯 3000 lx 
使用周囲照度 

蛍光灯 3000 lx 

太陽光 50,000 lx 

使用温度 -5～+50℃ 

使用湿度 20～85％RH（結露無きこと） 

保存温度 -20～+60℃ 

環境 

保存湿度 10～90％RH（結露無きこと） 

 
（注） 

試験値であり、保証値ではありません。 
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2-1 接続 

Stream7-USB は、USB インターフェース対応機専用です。キーボード用インターフェースまたは、RS-232C インターフェー

スにはつながりません。ご注意ください。 

 

対応 OS 

Microsoft Windows 98 

Microsoft Windows Me 

Microsoft Windows 2000 

Microsoft Windows XP 

 
 

 

Windows 2000 と Windows Me において、Stream7-USB を使用する際に、以下の注意点があります。以下に内容と対

処法を記します。 

 

●Windows 2000 に関する注意事項と対処法 

Windows 2000 ServicePack1（以下 SP1）において Stream7-USB を使用する際、初回接続の後再起動する

と、キーボードが 106 鍵盤の設定でも 101 鍵盤のキー配置となり、特殊記号についてのバーコードデータ、

キー入力に化けが発生します。これは USB キーボードデバイスを接続した場合の Windows 2000 SP1 の仕

様で、以下の手順により回避できます。なお、この設定は初回には必ず必要ですが、それ以降は不要です。 

 

 
本設定は、Windows 2000 SP2 から不要になりました。 

 

 

① 「コントロールパネル」の「キーボード」をクリックします。 

② 「ハードウェア」を選択し、「プロパティ」をクリックします。 

 

 



 2-1 接続 
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③ 「ドライバ」を選択し、「ドライバの更新」をクリックします。 

 

④ デバイスドライバのアップグレード ウィザードが開きます。「次へ」をクリックします。 

⑤ 右の画面が表示されます。「このデバイスの既知のドライ

バを表示して、その一覧から選択する。」をチェックし、「次

へ」をクリックします。 

 
 

⑥ 「このデバイスクラスのハードウェアをすべて表示」を選択し

ます。その後、製造元を「（標準キーボード）」、モデルを「日

本語 PS/2 キーボード(106/109 キーCtrl+英数」を選択

し、「次へ」をクリックします。 

 

⑦ ドライバの更新警告が表示されます。ここで「はい」をクリックします。この後、コンピュータを再起動します。 

 

●Windows Me に関する注意事項と対処法 

初回のみ接続中に一度コントロールパネルを開く必要があります。なお、それ以降は不要です。 

 

●接続機種に関する注意事項と対処法 

Stream7-USB を IBM 製デスクトップ PC「NetVista シリーズ」で使用される場合、Stream7-USB の接続が認識

されなくなる、またはキーボードの入力ができなくなる等の現象が発生することがあります。その場合、

NetVista について以下の設定を行う必要があります。 

 

① PC の電源を入れた後、IBM ロゴを表示中に F1 キーを押すと「装置構成ユーティリティー」（BIOS メニュ

ー）が起動します。なお、この設定は Stream7-USB を接続しないで行ってください。 

② 矢印キーで選択、Enter キーで確定しながら「デバイスと I/O ポート」→「USB の設定」→「USB キーボード

/マウス」とメニューを進めます。 

③ 「自動検出」を「しない」に変更します（デフォルトは「自動検出」となっています）。 

④ ESC キーを 3 回押して最初のメニューに戻ったあと設定を保存します。 

⑤ 設定保存後、自動的に Windows が起動しますので、起動完了後 Stream7-USB を接続してください。 
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2-2 初期設定 

出荷時には、あらかじめ「3-1 設定項目および初期設定」（P.3-2）に示される設定になっています。 

各種設定を「初期設定」状態に戻したい場合には下の「初期設定」のバーコードを読んで初期状態にしてください。 

 

表 2-1 

初期設定状態にします 

①設定開始 _Z7_ 

②USB _HB_ 

③初期設定 _U6_ 

④設定終了 _Z7_ 
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2-3 基本動作 

必ず「2-1 接続」（P.2-2）および「2-2 初期設定」（P.2-4）での接続と設定が終了してから次の動作を行ってください。 

 

 

① パソコンの電源を入れてください。 

② アプリケーションソフトで「メモ帳」などを開き、文字入力状態にします。 

③ カーソルを「メモ帳」内に置き、バーコードを読取ってください（バーコードは、巻末のサンプルバーコードを

お使いください）。 

④ 読込んだバーコードが画面上に表示されれば基本動作の確認は終了です。 

 

 

キーボードのキーを押しながらの操作は止めてください。 

正しく動作しません。また、データが出力されない場合はパソコンの電源を入
れなおしてください。 
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3-1 設定項目および初期設定 

Stream7-USB では「読取りコード」、「読取り設定」、「通信設定」の分類で設定ができます。設定項目および初期設定は

表をご覧ください。 

 
3-1-1 読取りコードと初期設定 

表 3-1 

コード 読取 桁数転送 C/D 計算 C/D 転送 スタート/

ストップ

プリフィッ

クス付加 

サフィクッ

ス付加 

UPC-A ○ － ○
*1
 ○ － 無し 無し 

UPC-E ○ － ○
*1
 × － 無し 無し 

JAN/EAN-13 ○ － ○
*1
 ○ － 無し 無し 

JAN/EAN-8 ○ － ○
*1
 ○ － 無し 無し 

CODE-39 ○
*3
 × × ○

*2
 × 無し 無し 

NW-7 ○
*3
 × － － × 無し 無し 

インターリブド 

2 of 5 
○

*4
 × × ○

*2
 － 無し 無し 

CODE-93 ○ × ○
*1
 ×

*1
 － 無し 無し 

CODE-128 ○ × ○
*1
 ×

*1
 － 無し 無し 

EAN-128 × － － － － － － 

定期刊行物コー

ド（雑誌） 

（JAN-13 アドオ

ンコード付） 

× － ○
*1
 ○ － 無し 無し 

 

 

EAN-128 の読取り設定については第 4 章を、定期刊行物コード（雑誌）につ
いては第 5 章をご覧ください。 

上記以外のコード読取りおよび設定についてはご相談ください。 

 

・ C/D：チェックデジット 

・ スタート/ストップ：スタート・ストップキャラクタを付けて転送 

*1：この設定は、変更できません。 

*2：この設定は、「C/D 計算」が“○”の時のみ有効です。 

*3：1 桁は読取りできません。 

*4：2 桁は読取りできません。 
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3-1-2 読取り設定 

表 3-2 

NO 設定項目 初期設定 

1 読取り桁数 桁数設定無し 

2 読取り方式 単発読み 

3 トリガーモード① 読取り時間優先 

4 トリガーモード② オートオフモード 

5 読取り時間 *5 2 秒 

6 多段読み 使用しない 

7 ブザー音量 音量 1（最大） 

8 ブザー音 音 2 

 

* 5：「読取り時間優先」の場合のみ有効。 

 

3-1-3 通信設定 

表 3-3 

NO 設定項目 初期設定 

1 終端コード送信 「ENT」を送信 

2 送信速度 速度 1 
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3-2 設定の詳細 

ここでは「3-1 設定項目および初期設定」（P.3-2）の各項目の詳細と設定変更の方法を説明します。 

 

設定項目 項目番号（参照ページ） 

  

読取りコード 

読取りコードの設定 3-2-1-1（P.3-6） 

桁数転送の設定 3-2-1-2（P.3-8） 

C/D（チェックデジット）計算の設定 3-2-1-3（P.3-10） 

C/D（チェックデジット）転送の設定 3-2-1-4（P.3-11） 

スタート/ストップキャラクタ転送の設定 3-2-1-5（P.3-13） 

プリフィックスの付加の設定 3-2-1-6（P.3-14） 

サフィックスの付加の設定 3-2-1-7（P.3-16） 

  

読取り設定 

読取り桁数の設定 3-2-2-1（P.3-18） 

読取り方式の設定 3-2-2-2（P.3-19） 

トリガーモード①の設定 3-2-2-3（P.3-20） 

トリガーモード②の設定 3-2-2-4（P.3-21） 

読取り時間の設定 3-2-2-5（P.3-22） 

多段読みの設定 3-2-2-6（P.3-23） 

ブザー音量の設定 3-2-2-7（P.3-24） 

ブザー音の設定 3-2-2-8（P.3-25） 

  

通信設定 

終端コード付加の設定 3-2-3-1（P.3-26） 

送信速度の設定 3-2-3-2（P.3-28） 
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この章で示す設定は、いずれも以下の手順で行ってください。 

 

 

設定開始のバーコードを読む。 

ブザーが「ピッ、ピッ、ピッ・・・」と鳴り続けます。

↓ 

各種設定用のバーコードを読んでください。 

ブザーが鳴っている間は、複数の設定用バーコードを

読んで同時設定が可能です。 

↓ 

設定終了のバーコードを読んでください。 

設定終了になるとブザーが鳴り止みます。 
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3-2-1 読取りコード 

3-2-1-1 読取りコードの設定 

表 3-4 では、設定したコード以外は読めなくなります。複数のコードを設定する場合は、まず表 3-4 で 1 種類

のみ設定し、残りは表 3-5 で読みたいコードを追加設定してください。 

 

表 3-4 

各コードのみ設定します（設定したコード以外は読めません） 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

UPC のみ読取り _J1_ 

JAN/EAN のみ読取り _J4_ 

CODE-39 のみ読取り _A2_ 

NW7 のみ読取り _A3_ 

インターリブド 2of5 のみ読取り _J8_ 

CODE-93 のみ読取り _A5_ 

CODE-128 のみ読取り _A6_ 

設定終了 _Z7_ 
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表 3-5 では、読取りを行いたいコードを追加していきます。 

 

表 3-5 

各コードごとに読取り可能にします 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

★UPC の読取り可 _J1_ 

★JAN/EAN の読取り可 _R4_ 

★CODE-39 の読取り可 _B2_ 

★NW7 の読取り可 _B3_ 

★インターリブド 2of5 の読取り可 _R8_ 

★CODE-93 の読取り可 _B5_ 

★CODE-128 の読取り可 _B6_ 

設定終了 _Z7_ 
 

●例 

「CODE-39」と「NW-7」の 2 種類だけを読取り可能にしたい場合。 

表 3-4 で「CODE-39 のみ読取り」を設定します。次に表 3-5 で「NW-7 の読取り可」を追加設定します。この

様な方法でこの 2 種類のコードだけ読取り可能に設定できます。 
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3-2-1-2 桁数転送の設定 

表 3-6 

各コードごとに桁数を転送する設定にします 

設定開始 _Z7_ 

CODE-39 桁数転送する _3I_ 

NW-7 桁数転送する _3J_ 

インターリブド 2of5 桁数転送する _3L_ 

CODE-93 桁数転送する _3M_ 

CODE-128 桁数転送する _3N_ 

設定終了 _Z7_ 
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表 3-7 

各コードごとに桁数を転送無しの設定にします 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

CODE-39 桁数転送無し _2I_ 

NW-7 桁数転送無し _2J_ 

インターリブド 2of5 桁数転送無し _2L_ 

CODE-93 桁数転送無し _2M_ 

CODE-128 桁数転送無し _2N_ 

★全てのコードの桁数転送無し _2Z_ 

設定終了 _Z7_ 
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3-2-1-3 C/D（チェックデジット）計算の設定 

表 3-8 

各コードごとに C/D の計算をしない設定にします 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

★CODE-39 の C/D 計算しない _C0_ 

★インターリブド2of5のC/D計算しない _G0_ 

設定終了 _Z7_ 
 

表 3-9 

各コードごとに C/D の計算をする設定にします 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

CODE-39 の C/D 計算する _C1_ 

インターリブド 2of5 の C/D 計算する _G1_ 

設定終了 _Z7_ 
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3-2-1-4 C/D（チェックデジット）転送の設定 

表 3-10 

各コードごとに C/D を転送しない設定にします 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

UPC-A の C/D 転送しない _E4_ 

★UPC-E の C/D 転送しない _E8_ 

JAN/EAN の C/D 転送しない _E1_ 

CODE-39 の C/D 転送しない 

（C/D 計算する時のみ有効） _C3_ 

インターリブド 2of5 の C/D 転送しない

（C/D 計算する時のみ有効） _G3_ 

設定終了 _Z7_ 
 

 
表 3-10 での「有効」とは設定変更可能という意味です。 
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表 3-11 

各コードごとに C/D を転送する設定にします 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

★UPC-A の C/D 転送する _E2_ 

UPC-E の C/D 転送する _E6_ 

★JAN/EAN の C/D 転送する _E0_ 

★CODE-39 の C/D 転送する 

（C/D 計算する時のみ有効） _C2_ 

★インターリブド 2of5 の C/D 転送する

（C/D 計算する時のみ有効） _G2_ 

設定終了 _Z7_ 
 

 
表 3-11 での「有効」とは設定変更可能という意味です。 
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3-2-1-5 スタート/ストップキャラクタ転送の設定 

表 3-12 

各コードごとにスタート/ストップキャラクタ転送しない設定にします 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

★CODE-39 のスタート/ストップキャラ

クタを転送しない _D0_ 

★NW-7 のスタート/ストップキャラクタ

を転送しない _F0_ 

設定終了 _Z7_ 
 

 

 

表 3-13 

各コードごとにスタート/ストップキャラクタ転送する設定にします 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

CODE-39 のスタート/ストップキャラク

タを転送する _D1_ 

NW-7 のスタート/ストップキャラクタを

転送する _F4_ 

設定終了 _Z7_ 
 

NW-7：スタート/ストップ キャラクタ abcd/abcd を転送します。 
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3-2-1-6 プリフィックスの付加の設定 

プリフィックスを付加したいコードを読み、別枠「3-3 英数字コード表」（P.3-33）から付加したい英数字データ

を出力する順番で読み最後に設定終了のバーコードを読んで設定終了です。付加できるプリフィックスは最

大 4 桁です。 

また、プリフィックスはそれぞれのコードごとに設定できます。 

 

表 3-14 

各コードごとにプリフィックスを付加する設定にします 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

UPC-A のプリフィックス _N1_ 

UPC-E のプリフィックス _N2_ 

JAN/EAN-13 のプリフィックス _N3_ 

JAN/EAN-8 のプリフィックス _N4_ 

CODE-39 のプリフィックス _M4_ 

NW-7 のプリフィックス _M5_ 

インターリブド 2of5 のプリフィックス _M7_ 

CODE-93 のプリフィックス _M8_ 
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CODE-128 のプリフィックス _M9_ 

設定終了 _Z7_ 
 

 

 

 

表 3-15 

すべてのコードのプリフィックスをクリアします 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

★プリフィックスをクリア _1Y_ 

設定終了 _Z7_ 
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3-2-1-7 サフィックスの付加の設定 

サフィックスを付加したいコードを読み、別枠「3-3 英数字コード表」（P.3-33）から付加したい英数字データを

出力する順番で読み最後に設定終了のバーコードを読んで設定終了です。付加できるサフィックスは最大

4 桁です。 

また、サフィックスはそれぞれのコードごとに設定できます。 

 

表 3-16 

各コードごとにサフィックスを付加する設定にします 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

UPC-A のサフィックス _N6_ 

UPC-E のサフィックス _N7_ 

JAN/EAN-13 のサフィックス _N8_ 

JAN/EAN-8 のサフィックス _N9_ 

CODE-39 のサフィックス _O4_ 

NW-7 のサフィックス _O5_ 

インターリブド 2of5 のサフィックス _O7_ 

CODE-93 のサフィックス _O8_ 
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CODE-128 のサフィックス _O9_ 

設定終了 _Z7_ 
 

 

 

表 3-17 

すべてのコードのサフィックスをクリアします 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

★サフィックスをクリア _1Z_ 

設定終了 _Z7_ 
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3-2-2 読取り設定 

3-2-2-1 読取り桁数の設定 

●桁数を設定する方法 

① 表 3-18 の「桁数を設定する」を読みます。 

② 設定したい桁数のバーコードを読みます。 

桁数の設定は、2 種類までできます。1 種類のみしか設定しない場合は、同じバーコードを 2 回読んでくだ

さい。 

③ 設定終了を読んで設定が終了します。 

 

桁数の設定は、CODE-39、NW-7、インターリブド 2of5 全てのコードに適用されます。 

 

表 3-18 

読取り桁数を設定します 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

★桁数を設定しない _H0_ 

桁数を設定する _H1_ 

設定終了 _Z7_ 
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3-2-2-2 読取り方式の設定 

・ 単発読み 

トリガーを押してバーコードを読むとその時点でレーザーが消灯します。 

・ 複数読み 

レーザー点灯中であれば、続けてバーコードを読むことができます。 

“レーザー点灯中”とは、「読取り時間優先」の場合は、設定した読取り時間内。「トリガー優先」の場合は、

トリガーを押しつづけている間のことを表わします。ただし、同じバーコードの場合は、レーザーを一旦バー

コードから離す必要があります。 

 

表 3-19 

読取り方式を設定します 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

★単発読み _S0_ 

複数読み _S1_ 

設定終了 _Z7_ 
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3-2-2-3 トリガーモード①の設定 

「読取り時間優先」を選択の場合、「3-2-2-5 読取り時間の設定」（P.3-22）の設定をしてください。 

・ トリガー優先 

トリガースイッチを押している間はレーザーが点灯しつづけ、スイッチを離すと消灯します。 

 

表 3-20 

トリガーモード①の設定をします 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

★読取り時間優先 _SD_ 

トリガー優先 _Y0_ 

設定終了 _Z7_ 
 

 

「トリガー優先」を設定し、再び「読取り時間優先」に設定を変更する場合は、
「3-2-2-5 読取り時間の設定」（P.3-22）で読取り時間の設定をやり直して
ください（「初期設定」に戻す場合はこの作業は不要です）。 
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3-2-2-4 トリガーモード②の設定 

本設定は、「3-2-2-3 トリガーモード①の設定」（P.3-20）で読取り時間優先に設定されている場合のみ有効

です。 

・ オルタネートスイッチモード 

トリガースイッチを押す毎にレーザー点灯、消灯を繰り返します。 

 

表 3-21 

トリガーモード②の設定をします 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

★オートオフモード _SI_ 

オルタネートスイッチモード _SJ_ 

設定終了 _Z7_ 
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3-2-2-5 読取り時間の設定 

この設定は、「3-2-2-3 トリガーモード①の設定」（P.3-20）で読取り時間優先の設定にされている場合にの

み有効です。 

ここで設定された時間は、バーコードを読取った時点からの時間です。 

 

●例 

2 秒に設定されている場合、何も読まないとレーザー点灯から 2 秒でレーザーが消灯します。また、レーザー

点灯中にバーコードを読取るとタイマーがリセットされ、この時点から 2 秒後にレーザーが消灯します。 

 

表 3-22 

読取り時間を設定します 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

1 秒 _Y1_ 

★2 秒 _Y2_ 

4 秒 _Y4_ 

6 秒 _Y5_ 

10 秒 _Y7_ 

設定終了 _Z7_ 
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3-2-2-6 多段読みの設定 

設定された段数のバーコード読取りを終了した時点でデータを出力します。また、各バーコードの区切りは

“,”を出力します。 

多段読みは、設定された時間内（「3-2-2-5 読取り時間の設定」（P.3-22）で設定した時間あるいは 2 秒のど

ちらか小さい方の時間です）に全段の読取りを終了しないと、それまで読込まれたバーコードデータはすべ

てクリアされます。その場合は、初めからやり直してください。 

 

表 3-23 

多段読みを設定します 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

★使用しない _OC_ 

2 段 _OD_ 

3 段 _OE_ 

4 段 _OF_ 

5 段 _OG_ 

設定終了 _Z7_ 
 

 
「EAN128 を使用する」に設定し、かつ多段読みの設定を行った場合、強制的
に EAN-128 読取り限定となります。 
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3-2-2-7 ブザー音量の設定 

表 3-24 

ブザー音量を設定します 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

★音量 1（大） _T0_ 

音量 2 _T1_ 

音量 3 _T2_ 

音量 4（小） _T3_ 

設定終了 _Z7_ 
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3-2-2-8 ブザー音の設定 

表 3-25 

ブザー音を設定します 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

音 1 _W1_ 

★音 2 _W2_ 

音 3 _W3_ 

設定終了 _Z7_ 
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3-2-3 通信設定 

 

3-2-3-1 終端コード付加の設定 

●各終端コードごとに付加しない設定を行います。 

 

表 3-26 

全コードに終端コードを付加しない設定にします 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

「ENT」を付加しない _XR_ 

「TAB」を付加しない _XT_ 

「→」を付加しない _XA_ 

設定終了 _Z7_ 
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●各終端コードごとに付加する設定にします。 

それぞれ独立して付加します。 

各終端コードの付加順は決まっており、全てのコードを付加した場合は、「ENT」、「TAB」、「→」の順番で付加

されます。 

 

表 3-27 

全コードに終端コードを付加する設定にします 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

★「ENT」を付加する _WR_ 

「TAB」を付加する _WT_ 

「→」を付加する _WA_ 

設定終了 _Z7_ 
 

 

ノート PC の「→」キーは機種によっては「END」等のキーと共有しているも
のがあり、入力モードによってはそれらのキーとして出力される場合がありま
す。 
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3-2-3-2 送信速度の設定 

アプリケーションソフトによっては、バーコードを読んだときにデータがかけることがあります。その場合は、送

信速度を遅くしてください。 

 

表 3-29 

送信速度の設定 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

送信速度 1（速い） _K0_ 

★送信速度 2 _K1_ 

 送信速度 3 _K2_ 

送信速度 4（遅い） _K3_ 

設定終了 _Z7_ 
 



 3-2 設定の詳細 

 3-29 

3-2-4 連続読取りモードの設定 

・ 連続読取りモードは、バーコードを読取ってもレーザーが消灯せずに、連続してバーコード読取り状態になりま

す。ただし、1 度バーコードからレーザーを離さないと 2 度読みしません。 

・ 読取り後、レーザーをバーコードから離して再び読取り可能になる時間は「2 度読み防止タイマー時間の設

定」で行います（表 3-32）。 

・ 初期設定を行うと、「連続読取り」は解除されます。 

 

表 3-30 

連続読取りモードの設定を行います 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

連続読取りにする _SM_ 

設定終了 _Z7_ 
 

表 3-31 

連続読取りモードの設定を解除します 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

★連続読取りを解除する _S8_ 

設定終了 _Z7_ 
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表 3-32 

2 度読み防止タイマー時間の設定をします 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

0.05 秒 _SS_ 

0.1 秒 _ST_ 

0.2 秒 _SU_ 

0.3 秒 _SV_ 

0.4 秒 _SW_ 

★0.5 秒 _SX_ 

0.6 秒 _SY_ 

0.05 秒 _SS_ 

設定終了 _Z7_ 
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3-2-5 USB バス消費電流の設定 

・ USB バス消費電流はデフォルトで 500mA に設定しています。ただし、電源なしの USB-Hub 経由接続等の場

合は、バス消費電流を100mAに設定する必要があります。その場合は、「バス消費電流100mAの設定」（表

3-33）で消費電流を変えてください。 

・ デフォルト（500mA）に戻す場合は、「バス消費電流 500mA（デフォルト）の設定」（表 3-34）の設定を行ってく

ださい。 

 

表 3-33 

バス消費電流 100mA の設定を行います 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

100mA _P1_ 

設定終了 _Z7_ 
 

表 3-34 

バス消費電流 500mA（デフォルト）の設定を行います 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

★500mA _P5_ 

設定終了 _Z7_ 
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3-2-6 レーザー照射方法の設定 

レーザー照射方式の設定を行います。レーザー照射方式には「シングルスキャンモード」と「ラスタスキャンモード」があり、

以下のような違いがあります。 

 

・ シングルスキャンモード 

印字品質の悪いバーコードを読ませた場合、 読み取りに時間がかかる事があるが、誤読しにくい。 

・ ラスタスキャンモード 

印字品質の悪いバーコードを読ませた場合、読み取り時間は早いが誤読する可能性は増える。 

 

表 3-35 

シングルスキャンモードの設定を行います 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

シングルスキャンモード _X8_ 

設定終了 _Z7_ 
 

表 3-36 

ラスタスキャンモードの設定を行います 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

★ラスタスキャンモード _X9_ 

設定終了 _Z7_ 
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3-3 英数字コード表 

プリフィックスおよびサフィックスに付加する英数字コードです。 

 

表 3-37 

英数字コード表 

0 _Q0_ 

1 _Q1_ 

2 _Q2_ 

3 _Q3_ 

4 _Q4_ 

5 _Q5_ 

6 _Q6_ 

7 _Q7_ 

8 _Q8_ 
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英数字コード表 

9 _Q9_ 

A _0A_ 

B _0B_ 

C _0C_ 

D _0D_ 

E _0E_ 

F _0F_ 

G _0G_ 

H _0H_ 

I _0I_ 

J _0J_ 
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英数字コード表 

K _0K_ 

L _0L_ 

M _0M_ 

N _0N_ 

O _0O_ 

P _0P_ 

Q _0Q_ 

R _0R_ 

S _0S_ 

T _0T_ 

U _0U_ 
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英数字コード表 

V _0V_ 

W _0W_ 

X _0X_ 

Y _0Y_ 

Z _0Z_ 
 

 

 



 

 

 

第 4 章 

4  EAN-128 読取り設定 
 

本章は EAN-128 専用です。 

他のコードの設定などには使用できませんのでご注意ください。 
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4-1 EAN-128 読取り設定 

初期設定では、EAN-128 は使用しないとなっています（EAN-128 は読んでも通常の CODE-128 として出力されます）。 

EAN-128 を使用する場合は、出力形式により下の設定メニューコードを読んでください。 

 

●「EAN-128 を使用する」 

表 4-1 

EAN-128 を使用するに設定します 

設定開始・終了 _Z7_ 

出力形式 1 
「4-3 出力形式１の設定方法」 

（P.4-6）参照 

出力形式 2 _/3_ 

出力形式 3 _/4_ 
 

＜出力形式 1＞ 

読取りデータからユーザーの指定する AI のデータフィールドのみを抽出し指定されたフォーマットで出力しま

す。 

AI は最大 10 種類まで指定でき、その AI 毎にヘッダ（最大 2 桁）、ターミネータ（最大 2 桁）を指定できます。 

AI の中でデータの小数点位置を記している物があるが（AI 310 等）それについてはデータに小数点を付加

して出力します。 

「出力形式 1」の設定方法については「4-3 出力形式１の設定方法」（P.4-6）をご覧ください。 

＜出力形式 2＞ 

読取りデータからデータフィールドのみ抽出して出力します。 

＜出力形式 3＞ 

先頭の FNC1 を”］C1”に、それ以外の FNC1 を GS（ASCII 1DH)に変換します。 

その他のデータ（AI,データフィールド）は通常の CODE-128 と同様に出力します。 

 

 
出力形式 3 では EAN-128 のデータ区切り位置を識別しないため、区切り文字
等の付加、必要データの抽出等は行えません。 
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EAN-128 ラベルフォーマット 

 

 

●「EAN-128 を使用しない」 

EAN-128 を使用しない場合は以下のメニューコードを読んでください。 

初期設定ではこの設定になっています。 

 

表 4-2 

EAN-128 を使用しないに設定します 

設定開始・終了 _Z7_ 

EAN-128 を使用しない _/0_ 
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4-2 区切り文字の設定 

以下のメニューコードを読んだ後に「4-5 直接入力コード表」（P.4-9）を読取ることにより 0 桁から 2 桁までの任意のデ

ータを指定することができます。 

 

表 4-3 

区切り文字の設定を行います 

設定開始・終了 _Z7_ 

データフィールド内のデータと 

データの区切り文字を設定 _/W_ 

エレメントストリングとエレメントスト

リングの区切り文字を設定 _/X_ 
通常ＦＮＣ１はデータとして出力しない

がこれを設定することによりＦＮＣ１を

この設定文字に置き換えます（2 つめ以降

のＦＮＣ１のみ） 

_/Y_ 
 

出力形式 1 の設定については、「4-3 出力形式１の設定方法」（P.4-6）をご覧ください。 

区切り文字は 2 桁まで設定できるので直接入力コードを続けて 2 回読むと 2 桁の文字が付加されます。区切り文字

の設定を初期化するには、「2-2 初期設定」（P.2-4）を実行してください。 

 

 
初期設定を実行すると「EAN-128 は使用しない」になります。 
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処理の遅いホストの場合、データ欠けが起こる場合があります。 

その場合は、以下のディレイを設定してください。 

 

表 4-4 

ディレイタイムを設定します 

★印は初期設定 

設定開始・終了 _Z7_ 

★区切り文字後送信ディレイ 

＝0msec _/I_ 

区切り文字後送信ディレイ 

＝10msec _/J_ 

区切り文字後送信ディレイ 

＝20msec _/K_ 

区切り文字後送信ディレイ 

＝30msec _/L_ 

★区切り文字後送信ディレイ＝1 倍 _/M_ 

区切り文字後送信ディレイ＝2 倍 _/N_ 

区切り文字後送信ディレイ＝3 倍 _/O_ 

区切り文字後送信ディレイ＝4 倍 _/P_ 
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4-3 出力形式１の設定方法 

表 4-5 

出力形式 1 の設定を行う 

★印は初期設定 

設定開始・終了 _Z7_ 

出力形式 1 の設定 _/1_ 
 

 
この時点で現在の出力形式１設定はクリアーされます。 

 

 

① 初めに表 4-5 の設定開始・終了のメニューコードを読み下の出力形式１のメニューコードを読んでください。 

 

② 希望する出力順に表 4-6 メニューコードを読ませます。設定可能 AI 数は最大 10 個までで、設定したい回数

分 A～C を繰り返し行ってください。 

 

A： すべての AI に 1 対 1 に対応するメニューコード（/＊＊＊＊）（「4-6 出力形式 1 設定用コード」（P.4-31）

参照）を読んでください。 

B： ヘッダの設定を行います。直接入力コードラベルを読んでください。 

最小 0 桁から最大 2 桁までのヘッダを設定できます。 

桁数毎の必要設定メニューは「表 4-6」の通りです。 

C： ターミネータの設定を行います。直接入力コードラベルを読んでください。 

最小 0 桁から最大 2 桁までのヘッダを設定できます。 

桁数毎の必要設定メニューは「表 4-6」の通りです。 

 

③ 出力させたい全ての AI とターミネータを設定した時点で「設定開始・終了」のメニューコードを読んで終了さ

せてください。 
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表 4-6 

設定桁数 内容 設定 

0 桁 右のバーコードを 2 回読む 

1 桁 
任意の直接入力コードラベル 1 つと右の

バーコードを 1 回読む 

2 桁 任意の直接入力コードラベル 2 つを読む

_$00_ 

 

桁数設定用メニューコードは、直接入力コードラベル表の各頁上段にもあります。 
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4-4 その他の設定 

その他の設定 

★印は初期設定 

設定開始・終了 _Z7_ 

★YYMMDD 中の DD の表示 

＝ YYMMDD をそのまま出力 _/E_ 

YYMMDD 中の DD の表示 

＝ DD＝00 ならば DD を出力しない _/F_ 
★EAN-128 出力形式１の時に AI が見つ

からなければヘッダ、ターミネータ、エレ

メントストリングセパレータを出力する
_/C_ 

EAN-128 出力形式１の時に AI が見つか

らなければヘッダ、ターミネータ、エレメ

ントストリングセパレータを出力しない
_/D_ 

★プレデファインドレングス AI 以外のデ

ータフィールドが固定長のエレメントス

トリング（例 AI 8005）を可変長として

扱う 

_/U_ 

プレデファインドレングス AI 以外のデー

タフィールドが固定長のエレメントスト

リング（例 AI 8005）ｃを固定長として

扱う。また、その AI 直後のフィールドセ

パレータは出力しない 

_/V_ 

★CODE-128 から EAN-128 への変換が

できない時、何も出力しない _/A_ 

CODE-128 から EAN-128 への変換がで

きない時、CODE-128 として出力する _/B_ 
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4-5 直接入力コード表 

設定開始・終了 _Z7_ 
設定桁数 

0 桁→2 回、1 桁→1 回、 

2 桁→下のコードを 2 回 
_$00_ 

 

キャラクタ メニューバーコード 

Ctrl + A _$01_ 

Ctrl + B _$02_ 

Ctrl + C _$03_ 

Ctrl + D _$04_ 

Ctrl + E _$05_ 

Ctrl + F _$06_ 

Ctrl + G _$07_ 

Ctrl + H _$08_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
設定桁数 

0 桁→2 回、1 桁→1 回、 

2 桁→下のコードを 2 回 
_$00_ 

 

キャラクタ メニューバーコード 

Ctrl + I _$09_ 

Ctrl + J _$0A_ 

Ctrl + K _$0B_ 

Ctrl + L _$0C_ 

Ctrl + M _$0D_ 

Ctrl + N _$0E_ 

Ctrl + O _$0F_ 

Ctrl + P _$10_ 

Ctrl + Q _$11_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
設定桁数 

0 桁→2 回、1 桁→1 回、 

2 桁→下のコードを 2 回 
_$00_ 

 

キャラクタ メニューバーコード 

Ctrl + R _$12_ 

Ctrl + S _$13_ 

Ctrl + T _$14_ 

Ctrl + U _$15_ 

Ctrl + V _$16_ 

Ctrl + W _$17_ 

Ctrl + X _$18_ 

Ctrl + Y _$19_ 

Ctrl + Z _$1A_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
設定桁数 

0 桁→2 回、1 桁→1 回、 

2 桁→下のコードを 2 回 
_$00_ 

 

キャラクタ メニューバーコード 

Ctrl + [ _$1B_ 

Ctrl + \ _$1C_ 

Ctrl + ] _$1D_ 

Ctrl + ^ _$1E_ 

Ctrl + _ _$1F_ 

スペース _$20_ 

! _$21_ 

" _$22_ 

# _$23_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
設定桁数 

0 桁→2 回、1 桁→1 回、 

2 桁→下のコードを 2 回 
_$00_ 

 

キャラクタ メニューバーコード 

$ _$24_ 

% _$25_ 

& _$26_ 

' _$27_ 

( _$28_ 

) _$29_ 

* _$2A_ 

+ _$2B_ 

, _$2C_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
設定桁数 

0 桁→2 回、1 桁→1 回、 

2 桁→下のコードを 2 回 
_$00_ 

 

キャラクタ メニューバーコード 

- _$2D_ 

. _$2E_ 

/ _$2F_ 

0 _$30_ 

1 _$31_ 

2 _$32_ 

3 _$33_ 

4 _$34_ 

5 _$35_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
設定桁数 

0 桁→2 回、1 桁→1 回、 

2 桁→下のコードを 2 回 
_$00_ 

 

キャラクタ メニューバーコード 

6 _$36_ 

7 _$37_ 

8 _$38_ 

9 _$39_ 

: _$3A_ 

; _$3B_ 

< _$3C_ 

= _$3D_ 

> _$3E_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
設定桁数 

0 桁→2 回、1 桁→1 回、 

2 桁→下のコードを 2 回 
_$00_ 

 

キャラクタ メニューバーコード 

? _$3F_ 

@ _$40_ 

A _$41_ 

B _$42_ 

C _$43_ 

D _$44_ 

E _$45_ 

F _$46_ 

G _$47_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
設定桁数 

0 桁→2 回、1 桁→1 回、 

2 桁→下のコードを 2 回 
_$00_ 

 

キャラクタ メニューバーコード 

H _$48_ 

I _$49_ 

J _$4A_ 

K _$4B_ 

L _$4C_ 

M _$4D_ 

N _$4E_ 

O _$4F_ 

P _$50_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
設定桁数 

0 桁→2 回、1 桁→1 回、 

2 桁→下のコードを 2 回 
_$00_ 

 

キャラクタ メニューバーコード 

Q _$51_ 

R _$52_ 

S _$53_ 

T _$54_ 

U _$55_ 

V _$56_ 

W _$57_ 

X _$58_ 

Y _$59_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
設定桁数 

0 桁→2 回、1 桁→1 回、 

2 桁→下のコードを 2 回 
_$00_ 

 

キャラクタ メニューバーコード 

Z _$5A_ 

[ _$5B_ 

\ _$5C_ 

] _$5D_ 

^ _$5E_ 

_ _$5F_ 

` _$60_ 

a _$61_ 

b _$62_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
設定桁数 

0 桁→2 回、1 桁→1 回、 

2 桁→下のコードを 2 回 
_$00_ 

 

キャラクタ メニューバーコード 

c _$63_ 

d _$64_ 

e _$65_ 

f _$66_ 

g _$67_ 

h _$68_ 

i _$69_ 

j _$6A_ 

k _$6B_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
設定桁数 

0 桁→2 回、1 桁→1 回、 

2 桁→下のコードを 2 回 
_$00_ 

 

キャラクタ メニューバーコード 

l _$6C_ 

m _$6D_ 

n _$6E_ 

o _$6F_ 

p _$70_ 

q _$71_ 

r _$72_ 

s _$73_ 

t _$74_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
設定桁数 

0 桁→2 回、1 桁→1 回、 

2 桁→下のコードを 2 回 
_$00_ 

 

キャラクタ メニューバーコード 

u _$75_ 

v _$76_ 

w _$77_ 

x _$78_ 

y _$79_ 

z _$7A_ 

{ _$7B_ 

| _$7C_ 

} _$7D_ 
 



 4-5 直接入力コード表 
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設定開始・終了 _Z7_ 
設定桁数 

0 桁→2 回、1 桁→1 回、 

2 桁→下のコードを 2 回 
_$00_ 

 

キャラクタ メニューバーコード 

~ _$7E_ 

F1 _$80_ 

F2 _$81_ 

F3 _$82_ 

F4 _$83_ 

F5 _$84_ 

F6 _$85_ 

F7 _$86_ 

F8 _$87_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
設定桁数 

0 桁→2 回、1 桁→1 回、 

2 桁→下のコードを 2 回 
_$00_ 

 

キャラクタ メニューバーコード 

F9 _$88_ 

F10 _$89_ 

F11 _$8A_ 

F12 _$8B_ 

Esc _$96_ 

Tab _$97_ 

Enter _$98_ 

BackSpace _$99_ 

→ 

（Right Arrow） _$9C_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
設定桁数 

0 桁→2 回、1 桁→1 回、 

2 桁→下のコードを 2 回 
_$00_ 

 

キャラクタ メニューバーコード 

←（Left Arrow） _$9D_ 

↑（Up Arrow） _$9E_ 

↓（Down Arrow） _$9F_ 

Right Ctrl（実行） _$A0_ 

Keypad Enter _$A7_ 

Keypad 1 _$B0_ 

Keypad 2 _$B1_ 

Keypad 3 _$B2_ 

Keypad 4 _$B3_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
設定桁数 

0 桁→2 回、1 桁→1 回、 

2 桁→下のコードを 2 回 
_$00_ 

 

キャラクタ メニューバーコード 

Keypad 5 _$B4_ 

Keypad 6 _$B5_ 

Keypad 7 _$B6_ 

Keypad 8 _$B7_ 

Keypad 9 _$B8_ 

Keypad / _$B9_ 

Keypad * _$BA_ 

Keypad - _$BB_ 

Keypad + _$BC_ 
 



 4-5 直接入力コード表 
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設定開始・終了 _Z7_ 
設定桁数 

0 桁→2 回、1 桁→1 回、 

2 桁→下のコードを 2 回 
_$00_ 

 

キャラクタ メニューバーコード 

Keypad 0 _$BD_ 

Keypad . _$BE_ 

Alt + @ _$C0_ 

Alt + A _$C1_ 

Alt + B _$C2_ 

Alt + C _$C3_ 

Alt + D _$C4_ 

Alt + E _$C5_ 

Alt + F _$C6_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
設定桁数 

0 桁→2 回、1 桁→1 回、 

2 桁→下のコードを 2 回 
_$00_ 

 

キャラクタ メニューバーコード 

Alt + G _$C7_ 

Alt + H _$C8_ 

Alt + I _$C9_ 

Alt + J _$CA_ 

Alt + K _$CB_ 

Alt + L _$CC_ 

Alt + M _$CD_ 

Alt + N _$CE_ 

Alt + O _$CF_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
設定桁数 

0 桁→2 回、1 桁→1 回、 

2 桁→下のコードを 2 回 
_$00_ 

 

キャラクタ メニューバーコード 

Alt + P _$D0_ 

Alt + Q _$D1_ 

Alt + R _$D2_ 

Alt + S _$D3_ 

Alt + T _$D4_ 

Alt + U _$D5_ 

Alt + V _$D6_ 

Alt + W _$D7_ 

Alt + X _$D8_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
設定桁数 

0 桁→2 回、1 桁→1 回、 

2 桁→下のコードを 2 回 
_$00_ 

 

キャラクタ メニューバーコード 

Alt + Y _$D9_ 

Alt + Z _$DA_ 

Alt + [ _$DB_ 

Alt + \ _$DC_ 

Alt + ] _$DD_ 

Alt + ^ _$DE_ 

Alt + _ _$DF_ 
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4-6 出力形式 1 設定用コード 

設定開始・終了 _Z7_ 
 

AI 
フィールドセパレータ

（FNC1） 
メニューバーコード 

00 × _/00FF_ 

01 × _/01FF_ 

02 × _/02FF_ 

10 ○ _/10FF_ 

11 × _/11FF_ 

12 × _/12FF_ 

13 × _/13FF_ 

15 × _/15FF_ 

17 × _/17FF_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
 

AI 
フィールドセパレータ

（FNC1） 
メニューバーコード 

20 × _/20FF_ 

21 ○ _/21FF_ 

22 ○ _/22FF_ 

23L 

※1 

× 

（データフィールド長＝

2L+1 

例.231 なら 2×1＋1＝3） 

_/23LF_ 

240 ○ _/240F_ 

241 ○ _/241F_ 

250 ○ _/250F_ 

251 ○ _/251F_ 

30 ○ _/30FF_ 

310D 

※２ 
× _/310D_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
 

AI 
フィールドセパレータ

（FNC1） 
メニューバーコード 

311D 

※２ 
× _/311D_ 

312D 

※２ 
× _/312D_ 

313D 

※２ 
× _/313D_ 

314D 

※２ 
× _/314D_ 

315D 

※２ 
× _/315D_ 

316D 

※２ 
× _/316D_ 

320D 

※２ 
× _/320D_ 

321D 

※２ 
× _/321D_ 

322D 

※２ 
× _/322D_ 

323D 

※２ 
× _/323D_ 

 



第 4 章 EAN-128 読取り設定 

4-34 

 

設定開始・終了 _Z7_ 
 

AI 
フィールドセパレータ

（FNC1） 
メニューバーコード 

324D 

※２ 
× _/324D_ 

325D 

※２ 
× _/325D_ 

326D 

※２ 
× _/326D_ 

327D 

※２ 
× _/327D_ 

328D 

※２ 
× _/328D_ 

329D 

※２ 
× _/329D_ 

330D 

※２ 
× _/330D_ 

331D 

※２ 
× _/331D_ 

332D 

※２ 
× _/332D_ 

333D 

※２ 
× _/333D_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
 

AI 
フィールドセパレータ

（FNC1） 
メニューバーコード 

334D 

※２ 
× _/334D_ 

335D 

※２ 
× _/335D_ 

336D 

※２ 
× _/336D_ 

337D 

※２ 
× _/337D_ 

340D 

※２ 
× _/340D_ 

341D 

※２ 
× _/341D_ 

342D 

※２ 
× _/342D_ 

343D 

※２ 
× _/343D_ 

344D 

※２ 
× _/344D_ 

345D 

※２ 
× _/345D_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
 

AI 
フィールドセパレータ

（FNC1） 
メニューバーコード 

346D 

※２ 
× _/346D_ 

347D 

※２ 
× _/347D_ 

348D 

※２ 
× _/348D_ 

349D 

※２ 
× _/349D_ 

350D 

※２ 
× _/350D_ 

351D 

※２ 
× _/351D_ 

352D 

※２ 
× _/352D_ 

353D 

※２ 
× _/353D_ 

354D 

※２ 
× _/354D_ 

355D 

※２ 
× _/355D_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
 

AI 
フィールドセパレータ

（FNC1） 
メニューバーコード 

356D 

※２ 
× _/356D_ 

357D 

※２ 
× _/357D_ 

360D 

※２ 
× _/360D_ 

361D 

※２ 
× _/361D_ 

362D 

※２ 
× _/362D_ 

363D 

※２ 
× _/363D_ 

364D 

※２ 
× _/364D_ 

365D 

※２ 
× _/365D_ 

366D 

※２ 
× _/366D_ 

367D 

※２ 
× _/367D_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
 

AI 
フィールドセパレータ

（FNC1） 
メニューバーコード 

368D 

※２ 
× _/368D_ 

369D 

※２ 
× _/369D_ 

37 ○ _/37FF_ 

390D 

※２ 
○ _/390D_ 

391D 

※２ 
○ _/391D_ 

392D 

※２ 
○ _/392D_ 

393D 

※２ 
○ _/393D_ 

400 ○ _/400F_ 

401 ○ _/401F_ 

402 ○ _/402F_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
 

AI 
フィールドセパレータ

（FNC1） 
メニューバーコード 

403 ○ _/403F_ 

410 × _/410F_ 

411 × _/411F_ 

412 × _/412F_ 

413 × _/413F_ 

414 × _/414F_ 

415 × _/415F_ 

420 ○ _/420F_ 

421 ○ _/421F_ 

422 ○ _/422F_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
 

AI 
フィールドセパレータ

（FNC1） 
メニューバーコード 

8001 ○ _/8001_ 

8002 ○ _/8002_ 

8003 ○ _/8003_ 

8004 ○ _/8004_ 

8005 ○ _/8005_ 

8006 ○ _/8006_ 

8007 ○ _/8007_ 

8018 ○ _/8018_ 

8020 ○ _/8020_ 

8100 ○ _/8100_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
 

AI 
フィールドセパレータ

（FNC1） 
メニューバーコード 

8101 ○ _/8101_ 

8102 ○ _/8102_ 

90 ○ _/90FF_ 

91 ○ _/91FF_ 

92 ○ _/92FF_ 

93 ○ _/93FF_ 

94 ○ _/94FF_ 

95 ○ _/95FF_ 

96 ○ _/96FF_ 

97 ○ _/97FF_ 
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設定開始・終了 _Z7_ 
 

AI 
フィールドセパレータ

（FNC1） 
メニューバーコード 

98 ○ _/98FF_ 

99 ○ _/99FF_ 
 
※1 この L はレングスを表しています 

※2 この D は小数点位置を表しています 
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5-1 定期刊行物コード（雑誌）の読取り設定 

本章では、定期刊行物コード（雑誌）に関する設定について説明します。 

 

●定期刊行物コード（雑誌）とは 

雑誌用バーコードのコード体系が、2004 年 6 月より従来の「共通雑誌コード」から「定期刊行物コード（雑

誌）」へ変更されました。この定期刊行物コードは、先頭 3 桁が「491」固定の 13 桁 JAN コードと 5 桁のアド

オンコードで構成されます。 

 

5-1-1 定期刊行物コードの読取り設定 

・ 定期刊行物コード読取り可 

「491」で始まる JAN-13 は 5 桁のアドオンコード付きのみを読取ります。 

・ 定期刊行物コード読取り禁止 

「491」で始まる JAN-13 は 5 桁のアドオンコード付きでもアドオンコード無しとして読取り、JAN-13 として出力

します。 

 

表 5-1 

定期刊行物コードの読取りを設定します 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

定期刊行物コード読取り可 _EN_ 

★定期刊行物コード読取り禁止 _EM_ 

設定終了 _Z7_ 
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5-1-2 定期刊行物コードの C/D（チェックデジット）転送設定 

定期刊行物コードの C/D 転送の設定は「3-2-1-4 C/D（チェックデジット）転送の設定」（P.3-11）の「JAN/EAN」にて設

定を行います。 

 

5-1-3 定期刊行物コードのプリフィックス/サフィックス付加の設定 

定期刊行物コードのプリフィックス/サフィックスの付加について設定します。 

設定方法については「3-2-1-6 プリフィックスの付加の設定」（P.3-14）および「3-2-1-7 サフィックスの付加の設定」

（P.3-16）と同様です。 

表 5-2 の「定期刊行物コードのプリフィックス」、「定期刊行物コードのサフィックス」のバーコードをコード指定に使用して

設定を行ってください。 

 

表 5-2 

定期刊行物コードのプリフィックス/サフィックスを設定します 

★印は初期設定 

設定開始 _Z7_ 

定期刊行物コードのプリフィックス _M2_ 

定期刊行物コードのサフィックス _O2_ 

設定終了 _Z7_ 
 

この設定は定期刊行物コード読取り時に有効となります。 

定期刊行物コード読取り禁止により JAN-13 として扱われた場合は「3-2-1-6 プリフィックスの付加の設定」（P.3-14）お

よび「3-2-1-7 サフィックスの付加の設定」（P.3-16）で「JAN/EAN-13」に設定した内容が付加されます。 
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付録 1 サンプルバーコード 

NW-7 

A 1 2 3 4 5 6 A  

A - $ / 4 5 6 A  

CODE39 

1 2 3 4 5 6  

A B C D E F  

CODE39（C/D 付き） 

1 2 3 4 5 F  

A B C D E H  

JAN13 

4 994121 104579  

4 994121 102070  

JAN8 

4912 3456  

4911 2238  



 付録 1 サンプルバーコード 

 6-3 

UPC-E 

0 0 0 1 2 3 4 4  

0 9 9 9 9 9 9 2  

インターリブド 2of5 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0  

インターリブド 2of5（C/D 付き） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 5  

CODE128 

S t r e a m 1 - D S V  

L A S E R  R E A D E R  

 

EAN-128 

( 8 1 0 1 ) 5 1 7 7 7 7 4444( 8 1 00 ) 5 3 000 3  

 

(01)14912345678955(17)020100(30)314(10)123456789077  

 

( 0 1 ) 3 4 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 5 ( 1 7 ) 0 1 0 3 1 4 ( 3 0 ) 1 0 0 ( 1 0 ) 1 2 3 4 5 A  
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